
令和5年度看護力向上支援事業報告

感染管理認定看護師の支援を受けて

たむら市民病院
副主任看護師 柴崎かつみ

2023年12月13日（水）



当院の現状と目標
・利用病床25床。平均入院患者21名。平均在院日数22日。入院患者は80歳
以上の高齢者が8割以上を占めている。怪我や褥瘡治療目的の患者、認知機
能低下をきたしている患者、看取り目的の患者が多い。

・透析は23床有している。

・スタッフは経験年数20～30年の豊富な経験を持つ。

上記のことから・・・

目標
①個々の感染対策に対する知識向上が図れる。日々患者と接している場面
で伝播しない行動を実践できる。

②スタッフの知識が統一され隔離が必要な患者に対し速やかな対応できる
（マニュアルの見直し）。

③定期的ラウンドの実施を行い、感染対策環境が整備できる。



支援内容
研修内容 支援内容

1回目
「感染対策概論、標準予
防策（手指衛生）」

現状把握のため施設内ラウンド（病棟）
院内感染対策ラウンド用紙検討・実施の仕方相談

2回目
「個人防護具」
講義・実技演習

清潔ケア方法確認ラウンド（個人防護具着脱手順、
手指衛生のタイミング）
施設内ラウンド（１階）

3回目
「環境整備、リネンの取

り扱い」
実技研修：環境整備

施設内ラウンド（透析室）
院内感染対策ラウンド用紙内容確認・補足

4回目
「経路別予防策」
Ｎ95マスク着用演習

施設内ラウンド指摘箇所改善点報告

5回目
「薬剤耐性と検体採取」 反省会 マニュアル見直し

施設内ラウンド改善点報告・今後の対策



院内ラウンド

オムツ用カートの
上部に陰部洗浄用
ボトルを乗せて、
ケアを行っていた。

改善

カートは、使用前
のオムツを管理す
るためのものとし
た。(清潔管理)

・・・カートの保
管場所がなかった
が、清潔管理とし
たことでリネン室
での保管が可能と
なった。



院内ラウンド

手指消毒薬携帯
ポーチと聴診器を
廊下の手すりにぶ
ら下げていた

改善

アルコール綿で汚

れをふき取ってか

らチャック付きビ

ニール袋へ入れ、

各自管理とした。



院内感染対策ラウン
ドは、医療安全ラウ
ンドと同じチェック
項目で一緒にラウン
ドを行っていた

改善

チェック内容を指導
していただき、病棟
以外に、外来、手術
室、1階受付や検査
部門・リハビリ室、透
析室用の用紙を作成
しラウンドを実施し
することとした。以
前は写真で報告はし
ていなかったため改
善事項が分かりやす
くなった。



学びと今後の課題

・毎回の講義が感染対策の基本的な内容であったため、
知識について再確認できた。自分が今まで行ってきた行
動について、振り返り修正する機会となった。

今後の課題：定期的研修や勉強会を実施することで

知識向上と維持が図れる。

・ラウンドや講義を通し、感染対策に環境整備が必要な
ことであると改めて認識した。

今後の課題：院内感染対策ラウンドを適正に実施す

ることで環境整備を維持できる。



今後継続していくためには

・２回/年感染対策員会としての研修以外に定期
的勉強会を企画する。また、マニュアルの見直
しを行い中途採用者などがすぐに見て行動でき
る内容を検討する。

・環境整備が図れるよう各部署ごとにチェック
表作成し維持向上に努める。
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